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だ。が、一歩外れるとやはりスペイン語。道中
巡礼者同士の会話は英語。

　帰って間もなくコロナの時代になった。いい
時に行ったものだ。

上高地の三季
山田和人

　山田ポール（京大山岳部 1979 年入部）です。
会社を定年退職後、2020 年から日本山岳会上
高地山岳研究所（通称サンケン、山研）の小屋
管理人を務めています。それまで訪れる地、そ
して登山するために通過する地であった上高地
ですが、春夏秋を実際に生活して感じたことを
綴ってみます。冬の間上高地は閉鎖されるため
四季でなく三季です。
　日本山岳会会員の方はご存知かと思います
が、山研が建つ場所は河童橋を渡って 5分程の
所、梓川の右岸側です。河童橋付近はホテルが
立ち並び開けた感じですが、右岸側を少し入る
と河畔にケショウヤナギ、ハンノキ、サワグル
ミ、そして西穂・岳沢に向かう斜面はイチイや
シラビソの暗い森が広がっています。この山小
屋のある場所は明るくはないですが、河童橋の
喧騒からは外れた静かな場所、京大ヒュッテを
一回り大きくしたくらいの地下 1階・2階建て
の瀟洒な小屋です。名称は「山岳研究所」となっ
ていますが、研究者がいる訳ではなく日本山岳
会の会員向け宿泊施設となっています。寝具
は布団を提供しますが、食事に関しては自炊。
但しご飯と味噌汁は要望に応じて提供してい
ます。
　上高地は4/27に開山祭、11/15に閉山祭をお

こないますが、山研はそれに前後して小屋開け・
小屋閉めをおこないます。小屋開け直後のGW
は梓川沿いの平地にも固い残雪があり、樹々の
芽吹きや早春の花々（Spring Ephemeral）もあ
りません。新緑にはまだ早いですが、ケショウ
ヤナギの紅の枝先が目を休めてくれます。また
晴れた日には梓川河畔から前穂高、吊尾根、奥
穂、天狗岩などが白く輝き、黒い岩肌を少しず
つ現わしていきます。5月半ばを過ぎると渡り
鳥たちが戻り、綺麗な囀りが聞こえ始めます。
下旬になると花々が一斉に咲き始め、樹々も新
緑と花の季節となります。6月の声を聞く頃が、
花々がいちばん賑わう時でしょうか。山研のバ
ルコニー下はニリンソウの白で埋め尽くされま
す。昼間の気温も上がり、河畔のヤナギ類が次々
と柳絮を飛ばし始めます。上高地が目を覚まし
た！と感じられる時季です。
　梅雨に入ると樹々の緑が落ち着き、暖かな雨
と残雪の季節となります。晴れ間に見上げる
山々の斜面には新緑が這い上がっていく様子が
見られます。雨は穏やかな時ばかりでなく、激

写真 1　8 月下旬の山研 写真 2　11 月小屋閉め後
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しい豪雨となって奥飛騨から上高地を襲うこと
があります。2020 年 7 月豪雨では約 1週間道
路が不通となり上高地は孤立しました。梓川の
水位も上がり、河童橋の左岸にある公衆トイレ
（河童トイレ）付近は溢水することもあります。
梅雨が明けると穂高の稜線は黒々と輝き、谷間
の雪がオイデオイデしてくれます。7月下旬か
ら 8月にかけての暑い時期も上高地では殆ど汗
をかくことはありません。たまに松本へ食料の
買出しに降りるとクタクタになります。身体が
涼しい気候に慣れてしまい、自分は 30 度を超
す日本の夏は過ごすことができないように思い
ます。上高地では夏の花々が次々と咲きますが、
西穂、岳沢、前穂に登っていくと見事なお花畑
が拡がります。お花畑も年による変化があるよ
うで、昨夏はコバイケイソウが特に目立ってい
ました。
　8月下旬は青や紫のお花が目立ちます。9月
に入っても気温の変化はあまり感じられないの
ですが、道端には少し控えめな秋の花々が次々
と咲いて目を楽しませてくれます。9月下旬に
なるとシラカバ、ダケカンバの黄色い葉が時々
道に落ちているのに気付きます。10 月になる
と広葉樹の葉が日に日に色付いていきます。但
し、上高地は針葉樹が優占する暗い森なので、
紅葉が拡がる景色にはなりません。梓川沿いの
樹々の間から紅や黄色が覗いて目を楽しませて
くれる程度です。目の覚めるような紅葉に出会
いたいなら 9月下旬に岳沢や涸沢まで登るこ

とになります。そして 10 月中旬になると気温
も下がり冷たい雨の日の翌日は、穂高の稜線が
冠雪します。この時に宿泊した人達は大喜びで
す。下旬になると朝の気温も氷点下の日が多く
なり、上高地の平地もうっすら積雪します。山
研には薪ストーブがあり、宿泊者がいる時は火
を入れます。但し京大ヒュッテのストーブのよ
うに二次燃焼系のものではないため、薪の供給
を頻繁にしなければなりません。そして11月の
閉山祭の前には小屋閉めをおこないます。
　山小屋には夫々強い個性があります。それは
立地条件に大きく左右される部分と管理方針や
利用者のニーズに沿った部分に拠っていると思
います。僕は以前は改築後の京大ヒュッテ、現
在は笹谷山荘（ベベヒュッテ）の管理に関わっ
ていますが、山研ではその山小屋としての個性
を大切にしていきたいと思っています。AACK
会員の皆様も機会があれば山研を訪れて京大
ヒュッテとは違う山小屋を味わってみては如何
でしょうか。山研の宿泊は誰でもOKという訳
ではなく、日本山岳会会員とその同行者に限ら
れますので、誘い合わせてみてください。日本
山岳会には団体会員という制度があり、団体会
員になるとその団体の構成員は、山岳会会員と
同様に山研を利用することができます。AACK
は現在日本山岳会の団体会員になっていません
ので、この制度は利用することができません。
理事会で検討してみては如何でしょうか。尚、
KUAC（京大山岳部）は団体会員です。

写真 3　ストーブ（11 月） 写真 4　GW の穂高
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編集人注：
　山田和人会員は、日中友好ナムナニ峰合同登
山隊の先遣隊（1984）および本隊（1985）に参加。
日本山岳会では理事（2013-17）ならびに副会

長（2015-17）をはじめ、いくつもの役職に就
かれました。2020 年から山研管理人を務めて
おいでなので、山研の紹介を含め寄稿をお願い
しました。

雲南懇話会、京都開催までの歩み
―コロナ禍に翻弄された日々―

雲南懇話会幹事団

　コロナ禍の影響で過去 2回の延期を余儀なく
された京都での懇話会（京都フォーラム）は、
2021 年 12 月 18 日に無事開催することができ
ました。講演の概要は次号のニュースレターで
紹介させていただくことにして、今回は京都
フォーラム立案までの経緯、コロナ禍による延
期、京都フォーラム当日の様子などを速報的に
お伝えいたします。

　それは 2018 年のことだった。雲南懇話会が
創立（2004 年 12 月）から 15 年経ち、開催し
た講演会が通算50回を迎えようとする節目に、
何か記念となる企画をしたいとの機運が雲南懇
話会の幹事団に芽生えていた。折しも、5月の
AACK総会で雲南懇話会の活動報告をした山
岸に、斎藤清明会員から「いつも懇話会を東京
でやっているが、関西ではやらないのか？」と
の質問があった。山岸はこの問いを東京に持帰
り、幹事団に伝えた。
　雲南懇話会の活動は、主に参加者が支払う会
費と幹事団の献身的尽力により支えられてお
り、毎回 90 〜 110 名前後の参加があった。懇
話会を京都で開催する場合、どれだけ参加者を
集められるのかが心配であった。しかし、懇話
会代表者の安仁屋から「京都開催なら、関東在
住の常連が観光旅行を兼ね、かなりの数、参加
してくれるのではないか。やってみよう」との
発言があり、京都で懇話会を開催する計画（京
都フォーラム）は前向きに検討されることに
なった。
　12 月に開催された第 47 回雲南懇話会後の二
次会は、京都フォーラムの話題で盛り上がった。
「京都開催なら、会場は是非、京大時計台ホー
ルで！」、「幹事団の宿舎として地球研のゲスト
ハウスの可能性は？」などの具体的な意見も出

て、幹事団の中で京都フォーラム開催の意志が
固まっていった。

　2019 年は京都フォーラム実現に向け、具体
的に活動する年になった。まず、新年早々の幹
事会で基本事項（開催時期、会場、施設使用申
請者、支援金の見通し、講演者、演題等）が確
認され、AACK 関東会の新年会、AACK 理事
会（3 月）、総会（5 月）で京都フォーラムの
開催を正式に表明し、多数の会員の参加をお願
いした。6月の幹事会で進捗状況が確認された。
8月には雲南懇話会発足 15 周年を祝う昼食会
に関東在住の AACK シニア会員をお招きし、
15 年間の活動を報告するとともに、京都フォー
ラム開催についてご案内した。
　京都フォーラムに多くの参加者を招くには、
魅力ある講演が必須となる。幹事会で講演テー
マの検討が行われ、ヒマラヤ、雲南、チベット
の山や文化などのテーマの他、「京都ならでは」
のテーマとして、京都を代表する文化人・知識
人と、千日回峰行者（大阿闍梨）のお話が提案
され、前田、安仁屋らにより講師の人選と交渉
が進められた。

　2020 年は京都フォーラムを実行する年にな
るはずであった。1月早々、参加者募集をスター
トさせるなど総ての準備が整い、1 月 20 日、
松浦会員宅で、幹事団による細部の打合せが行
われた。あとは粛々と開催準備を進める手筈で
あったが、2月下旬より新型コロナウィルスの
感染が徐々に拡大し（第 1波）、3月下旬に至
り感染予防のため、日本各地で集会中止の報道
が相継ぐようになった。5月下旬に開催予定の
AACK総会も、理事会でのメール審議により、
書面での会合に変更された。このような情勢の
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下、5月上旬に開催予定の京都フォーラムも何
らかの対応が迫られた。幹事団でのメール協議
を経て、遂に 4月 2 日、「開催を翌年まで延期
する」との苦渋の決断が下され、申請中であっ
た「京都大学百周年時計台記念館使用申請書」
を取り下げることにし、関係者、参加予定者へ
の連絡も行われた。その後も感染の勢いは止ま
らず、4月 7日に 7都府県に 1ヶ月の緊急事態
が初めて宣言され、4月 16 日には、緊急事態
宣言が全国に拡大された。
　その後、8月にも新たな感染のピーク（第 2
波）が起きたが、9月以降は静まったため、12
月に計画されていた第 52 回雲南懇話会は、感
染防止対策をとり、対面方式で開催することが
できた。この成功体験を踏まえ、延期された京
都フォーラムを 2021 年 5 月に開催することに
し、諸準備が進められた。

　2021 年は落胆の後、喜びを迎えた年であっ
た。1月から感染の第 3波が立ちあがり、前途
多難を思わせたが、3月には鎮静化し、このま
ま静かに推移することを願った。雲南懇話会で
は人が対面で会うことが重要と考え、講演会の
リモート開催には否定的であったが、世の中の
趨勢から、リモート開催の備えも必要であると
認識し、3月中旬には幹事2名を京大時計台ホー
ルに派遣し、通信環境の下見と Zoom による
通信テストを行った。4月に入ると、恐れてい
た感染の拡大（第 4波）が起こり、東京では 4
月 12 日に蔓延防止措置が発令された。京大に
勤務するAACK会員からは、感染防止のため
学内で採られている厳しい規制の現状が伝えら
れ、対面重視の京都フォーラムの実施を懸念す
る声が聞かれた。これを受け、幹事団によるメー
ル協議が進められ、4月 25 日から緊急事態宣
言が発令されるのを機に、5月の京都フォーラ
ムは再度、中止することを決定した。直ちに関
係者へ中止の連絡が行われた。
　中止の決定は即ち、再設定の始まりとなった。
諸般の事情から、次回は年内開催とすべく、京
大時計台記念館の複数の日程を押さえた上で、
主要な講師のご都合を伺い、開催日を 2021 年
12 月 18 日（土）と確定した。因みに「特別講演」
と銘打った山極壽一前京都大学総長は安仁屋
が、光永圓道大阿闍梨は前田がそれぞれ打診し
た。京都フォーラムのプログラムは、2021 年

5 月に開催予定だったフォーラムと全く同じ講
演者にお願いすることになった（以下の通り）。
1．「雲南懇話会の概況と 1989 年当時の梅里雪
山山麓（斯農村、明永村）」

	 （雲南懇話会代表、筑波大学名誉教授
	 安仁屋 政武）
2．【特別講演】「千日回峰行を生きる」
	 （比叡山延暦寺一山大乗院住職、
	 北嶺大行満大阿闍梨　光永 圓道師）
3．「パミール・天山 7000m の峰々からヒマラ
ヤの高峰へ」

（登山家、高峰ガイド、Snow Leopard Award
受賞者、8000m 峰 9座登頂者　近藤 和美）

4．「茶を育てて見えてくること ―雲南省（徳
宏州）南見村と島根県柿木村から―」

	 （雲南懇話会幹事、Tea literacy
	 上原 美奈子）
5．【特別講演】「ゴリラに学ぶ ―ヒトの未来、
地球の未来―」

	 （総合地球環境学研究所長、
	 前京都大学総長　山極 壽一）
【スライドショー】
1．「西ネパールの辺境に魅せられて ―河口慧
海師の足跡、フムラ・ドルポ越冬―」
（ネパール探求家、美容師、2020 年植村直己
	 冒険賞受賞者　稲葉 香）
2．「中国雲南省明永村、徳欽県の今」

（岐阜大学応用生物科学部助教　田中 貴）

　7月より、5月に中止となった京都フォーラ
ムに申し込んだ人を優先して、段階的に（当初
70 名 ⇒ 80 名 ⇒ 最終的には 120 名）参加者
の募集が始まった。8月には新型コロナウィル
ス・デルタ株による巨大な第 5波が立ちあがり、
12 月の京都フォーラムはどうなることかと心
配したが、幸いワクチン接種が行き渡った効果
もあり、9 月に入ると感染は鎮静化し、10 〜
11 月には安心して開催準備を進めることがで
きた。開催準備も3回目となると様子がわかり、
スムーズに進行した。
　今回のフォーラムは感染が拡大した場合、対
面開催にはこだわらず、リモート開催に切り替
える方針にした。そのためには、確実にリモー
ト開催を実施できる体制を作り上げる必要が
あった。当初、京大生協のコンベンションサー
ビスの利用を考え、協議を始めたが、このサー
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ビスは高額であった。一方、AACKにはリモー
ト会合に習熟した京大教員もいることから、竹
田会員に支援をお願いし、リモート開催が必要
な場合は竹田会員が所属する研究グループのリ
モート会議システムを利用させていただくこと
にした（幸い、コロナの感染拡大は起こらず、
その必要性は生じなかった）。
　12 月に入ってもコロナの感染は静まったま
まで、2年越しの京都フォーラムを遂に対面開
催することが可能になった。17 日の夕方、京
大時計台に雲南懇話会の幹事団 10 名が集まっ
た。まず竹田研究室から、あらかじめ送った講
演資料を受け取り、またコロナ対策用の機材
（非接触体温計、炭酸ガス濃度計など）を借用
し、会場準備が始まった。100 人余りの聴衆用
の長机 70 台、椅子 110 脚等を配置する作業や、
マイク、プロジェクターのテストを行った。肝
心のプロジェクターが正常に映写できず焦った
が、リモコンの故障と判明し、代替え機を見つ
けて事なきを得た。
　フォーラム当日の 18 日朝は、前夜来の雪が
舞っていた。東京方面からの参加者は新幹線の
米原付近の徐行により遅れるらしい。会場には
関東から来られた常連の方々、いつもの懇話会
ではお目にかからない関西の方々の姿を見るこ
とができた。AACK 関東会の年長の方々も何
人か見えていた。川喜田二郎氏の西北ネパール
調査隊（1958 年）に参加し、60 年以上前のド
ルポを訪れた並河会員と、最近のドルポ地方を踏
査し、その様子を今回スライドショーで紹介され
る稲葉香さんは、この日初めての対面となり、
ドルポの今昔を語り合う姿が印象的であった。
　各講演の概要は次回のニュースレターで紹介
させていただくが、どの講演も、その道の第一

人者による素晴らしいお話で、聴きごたえのあ
るものであった。参加者からの質疑応答も活発
であった。光永圓道師には講演後、参加者と一
緒に集合写真に入っていただき、参加者にとっ
てよい記念となった。
　時計台ホールは換気能力が高くなく、コロナ
感染防止のため頻繁に窓を開け、換気すること
を勧められたが、当日は気温が低く、必要以上
の窓開けは避けたかった。そこで役に立ったの
が竹田研究室から借用した炭酸ガス濃度計であ
る。炭酸ガス濃度 1000ppm を換気が必要な目
安とし、過不足のない窓開け換気を行うことが
できた。
　第 2部スライドショーが始まる前に小一時
間程の休憩時間が設けてあり、講演会場隣の控
室で仕出し弁当の配布と飲み物の提供が行われ
た。感染予防のため、三密を避けた静かな会食
であったが、日頃会えない旧知の方々が三々
五々、飲食を共にされる姿に、対面で実施でき
てよかったな、としみじみ思った。
　このようにして、2回の中止（延期）を経て
開催された京都フォーラムは無事終了した。参
加された皆様は満足されたようで、幹事団とし
ては何よりの喜びであった。講演会場の長机、
椅子の原状復帰作業はなかなかの重労働であっ
た。廃棄物は会場に残置出来ないため、竹田会
員に処分をお願いした。すべての片付けが終了
した後、幹事団は北白川の居酒屋に集い、静か
に杯を挙げることができた。心地よい疲労感と
達成感に満たされ、幸せであった。京都フォー
ラム開催までの長い道のりに、変わらぬご理解
とご支援を賜ったAACK諸兄に感謝申し上げ
ます。	�  （文責　山岸久雄）

事務局だより

　AACK は新たに学生会員枠を設けています
が、その経緯はNewsLetter No.53 8-9 に詳し
く記されています。ここでは、改めてその概略
を紹介します。AACK 会員の多くは京大山岳
部（KUAC）出身者ですが、実際のところ、い
つの頃からか 10 数年前まで KUAC と AACK
の関係は希薄になっていました。なんとか
KUACと AACKの間の交流を深めることは出

来ないかと 2010 年当時の山岳部長、AACK会
長をはじめ関係者の間で知恵を絞った結果生ま
れたのが、学生会員枠です。現役の山岳部員が
AACK 会員になればよいということです。名
称は学士山岳会となっていますが、定款上、会
員は学士である必要はありません。学部生、大
学院生に限り、入会規定を入会金 500 円、年会
費 500 円に設定すれば、山岳部員も大学院生
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になった山岳部 OBも大きな負担なく AACK
会員になることができます。会費を割り引くだ
けですので定款の改定も必要ありません。こ
のように学生会員枠を設けることが 2010 年の
AACK 総会で決定され、実際に今まで、山岳
部員 42名が学生会員枠でAACK会員となりま
した。うち、4名は通常の会員に変更しており、
現在、学生会員枠の会員は 24 名になります。
2010 年以降、毎年山岳部員もAACK総会に参
加するようになり、総会終了後のKUAC山行
報告会や合同懇親会も恒例となりました。一方、
AACK からは海外登山・探検助成制度を通じ

会員動向

訃報

宝田克男　2021 年 11 月 25 日逝去

編集後記

発行日　2022 年 2 月 28 日　
発行者　京都大学学士山岳会　会長　幸島司郎
発行所　�〒 606-8501 

京都市左京区吉田本町（総合研究 2 号館 4 階）
　　　　�京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究 

研究科　　　　　　　　　　竹田晋也　気付
編集人　横山宏太郎
製　作　京都市北区小山西花池町 1-8
　　　　㈱土倉事務所

　Newsletter 第 1 号が 1996 年 5 月に発行され
てから 25 年、先輩編集人の方々と会員の皆様
のおかげで、ついに節目の 100 号となりまし
た。67 号から編集人を務めておりますが、節
目らしいこともできず申し訳ありません。この
間の変化としては、70 号から横書きに変更し
たことと、82 号からウェブサイト（AACKホー
ムページ）掲載版の写真や図がカラーになった
ことがあります。後者は編集発行でながくお世
話になっている土倉事務所・伊藤貴子さんの提
案でした。
　編集人としてはあまり特別な企画をせずに、
皆様からの投稿に頼って発行を続けてきました
が、100 号もおかげさまで興味深い内容でお届
けできます。
　スペインの巡礼路はテレビで紹介されたこと
もあると思いますが、安仁屋さんの文と写真で
はさらに身近に感じられ、興味がわきます。
　山田さんによる上高地の「三季」の紹介を読
むと、山田さんのおられるうちに山研に行って
みたくなります。
　雲南懇話会・京都フォーラムの対面での無事

舟橋明賢　2021 年 12 月 29 日逝去
吉野熙道　2022 年 2 月 10 日逝去

開催、おめでとうございました。実現には幹事
団を中心に、記されたよりさらに大きなご苦労
があったことでしょう。
　著者の皆様ありがとうございました。新型コ
ロナ禍の少しでも早い収束を願いつつ。

	 横山宏太郎

次号原稿締め切り　2022 年 4 月 16 日
原稿送り先：横山宏太郎
〒 943-0832　上越市本町 2-1-12-801
メールアドレス：peng-y@amy.hi-ho.ne.jp

て、KUACネパール・ヒマラヤ登山隊（2010）
や KUACザンスカール隊（2012）に対する援
助を実施しています。今、KUACと AACKの
交流は活発になっています。
　続いて、会費振り込みの際の留意事項です。
2022 年 1月 17 日付のゆうちょ銀行各種料金の
値上げに伴い、一部の方には郵便振替による会
費振り込みの際に 110 円の手数料が発生する
見込みです。ゆうちょ銀行ホームページを確認
されるか、直接郵便局窓口でお問い合わせをお
願いします。


